
【ＧＢＬ研究会の概要】 

初年度である２０１２年から２０１４年までの定例研究会の内容をまとめました。 

２０１５年度からの記録は「新着情報」に掲載されています。 

 

２０１４年度 

第１回 ２月２２日（土）：筑波大学大学院文京校舎 

① 増田 好剛 弁護士 

「会社法改正～M&A 法制を中心として～」 

② 高橋 均 教授 （獨協大学法科大学院） 

 「会社法改正～株主代表訴訟の現状と課題～多重代表訴訟創設も含めて～」 

 

第２回 ３月２２日（土）：筑波大学大学院文京校舎 

① 加本 亘 弁護士 （日比谷中田法律事務所） 

「日本企業による国際的事業再編～機能の海外移転とそのリスク（税務リスクを中心に）」 

② 飯田 浩司 教授（明治学院大学法科大学院） 

「M&A 等におけるアドバイザリー契約について」（平成２５年３月２７日東京高裁判決を

基に） 

 

第３回 ４月２６日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 中西 宏太 氏 （日本アセアンセンター） 

「ASEAN 経済の概況や枠組みについて」 

② 鈴木 雅人 弁護士 （三宅法律事務所） 

「ベトナム投資を巡る諸問題（現状と展望）について」 

 

第４回 ５月３１日（土） 一橋大学国立西キャンパス 

① 守本 正宏 氏（株式会社 ＵＢＩＣ代表取締役社長） 

「不正調査における高度情報解析ソリューション」 

② 黒瀧 晶 氏 （明治学院大学法学部非常勤講師） 

「中国消費者法改正問題について」 

 

第５回 ６月２８日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 足羽 教史 氏（インクリメントＰ社知的財産法務部部長） 

「ビッグデータ、人工知能の主要産業へのインパクトとグローバル法務の今後の方向性」 

② 高田 寛 教授 （富山大学経済学部） 

「パーソナル・データの国外移転について－クラウドコンピューティング」 

 



第６回 ８月３０日（土） 筑波大学文京校舎 

① 小梁 吉章 教授 （広島大学法科大学院） 

「欧州連合加盟国において販売承認を得た医薬品の保護証明書申請をめぐる事件」 

② 河村 寛治 教授 （明治学院大学法科大学院） 

「債務不履行に基づく損害賠償請求における義務履行地とは」 

 

第７回 ９月２０日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

「ブラジル高等裁判所が外国仲裁判断の執行を拒絶した事例」 

② 渡辺 樹一 氏 （ジャパン・ビジネス・アシュアランス株式会社経営企画本部； 

米国公認会計士） 

「不正の分類と防止策について」 

 

第８回 １０月２５日（土） 富山大学五福キャンパス 

① 立石 孝夫 教授 （富山大学経済学部） 

「ハドレイ法理（予見可能性準則）の適用を回避する方法－事例に基づく損害賠償責任

認定パターンの研究」 

② 福井 修 教授（富山大学経済学部教授・副学部長） 

「年金信託の資産運用の損失にかかる受託者責任」 

 

第９回 １１月２９日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 渡辺 樹一 氏（ジャパン・ビジネス・アシュアランス株式会社経営企画本部； 

米国公認会計士） 

「企業不祥事・不正の発見と防止策（第二回目）」 

② 田中 誠一 弁護士 （横浜国立大学法科大学院教授） 

「米国法の域外適用とコンプライアンス」 

 

第 10 回 1 月 31 日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 市川佐知子弁護士 （田辺総合法律事務所） 

 「有価証券報告書虚偽記載事件の近時の動向と今後－モリソン判決と法改正を踏まえて」 

② 黒瀧 晶 氏 （明治学院大学法学部非常勤講師） 

 「事案を通してみる中国の食品安全体制と法整備」 

 

  



２０１３年度 

第１回 ２月２３日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 河村 寛治 教授 （明治学院大学法科大学院） 

「契約締結過程における信義則上の義務違反に関する損害賠償責任について」（最高裁平

成２３年４月２２日判決を中心として） 

 

第２回 ３月３０日（土） 筑波大学法科大学院東京校舎 

① 飯田 浩司 教授 （明治学院大学法科大学院） 

「仲裁合意の成否をめぐる争い」（東京高裁平成２２年１２月２１日判決） 

② 向山 純子 氏 （日本アバイア法務部長） 

「外資系企業法務部員として体験した事業譲渡についての報告」 

 

第３回 ４月２７日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 山本 正行 氏 （国際コンサルタント） 

「クレジットカードにおける国際取引の仕組みと課題」 

② 圓山 茂夫 教授 （明治学院大学法学部）  

「適格消費者団体が約款の改善申入れをした場合の事業者の対応－ひょうご消費者ネッ

トの事例から」 

 

第４回 ５月２５日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 小梁 吉章 教授 （広島大学法科大学院） 

「提携交渉で開示された情報は不正競争防止法上の営業秘密にあたるか」（知財高判平成

２４年１２月１２日を参考に） 

② 林 大介 氏 （（株）インテリジェンス法務責任者） 

「映像コンテンツの国際共同製作」 

 

第５回 ６月２９日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

「外国公務員に対する贈賄について法人罰が適用された事例とアメリカ量刑ガイドライ

ンの概要について」（東京地判平 21・1・29；判時 2046 号 159 頁） 

② 高田 寛 教授 （富山大学経済学部） 

「企業における営業機密の管理はどうあるべきか」 

 

第６回 ８月３１日（土）筑波大学大学院文京校舎 

① 垣内 美都里 氏 （日産自動車法務部主管） 

「アライアンスの仕組み：共同購買活動とその法的課題」 



② 黒瀧 晶 氏 （明治学院大学法学部非常勤講師） 

「指導制案例１５号—中国における法人格混同について」 

 

第７回 ９月２８日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 小梁 吉章 教授 （広島大学法科大学院） 

「紛争解決条項の自律性と船荷証券の荷受人」（フランス破毀院商事第一部判決；2013 年

3 月 12 日） 

② 向山 純子 氏 （日本アバイア 法務部長） 

「外国承認援助法において外国倒産手続の承認申立てが競合した場合の優先関係の判断

について（東京高裁平成２４年１１月２日判決）」 

 

第８回 １０月２６日（土） 一橋大学国立西キャンパス 

【一橋大学法学研究科グローバル法務人材育成プロジェクト 】：GBL 研究所共催 

『グローバリゼーションと企業法務の課題－法的環境の変化とグローバル法務人材の育成

－』 

第１部 

① 「グローバリゼーションにおける準拠法問題と法務人材育成」井原 宏・筑波大学 名

誉教授・弁護士（元住友化学（株）法務部） 

② 「グローバリゼーションと公法の域外適用」 阿部 博友・一橋大学 教授（元三井物

産（株）法務部） 

③ 「グローバリゼーションと商事紛争手段の多様化」 河村寛治・明治学院大学教授（元

伊藤忠商事（株）法務部） 

第２部（パネル・ディスカッション）：『グローバリゼーションと企業法務の人材の育成』 

パネリスト：大島 葉子 氏（GE CAPITAL, エグゼクティブ・カウンセル）、 

垣内 美都里 氏（日産自動車（株）法務部）、 

杉江 武 氏（神鋼商事（株）法務審査部長）、 

平野 温郎 氏（東京大学大学院法学政治学研究科ビジネスロー・比較法政研究センタ

ー教授） 

ファシリテーター：阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

 

第９回 １１月３０日（土） 明治学院大学白金校舎 

『ＧＢＬ研究所の創立記念シンポジウム』 

『グローバリゼーションと企業法務の課題：グローバル法務人材の育成とは』 

基調報告 一橋大学法学部と共催シンポジウム「グローバリゼーションと企業法務の課題」

についての報告（河村 寛治；明治学院大学法科大学院教授） 

パネルディスカッション 



パネリスト： 

  垣内 美都里 氏 （日産自動車（株）法務室主管）  

  宮本 啓之 氏 （ウォルマート・ジャパン合同会社 ＶＰ＆ＣＣＯ） 

  林  大介 氏 （（株）インテリジェンス ジェネラル・カウンセル） 

 ファシリテーター：河村 寛治（ＧＢＬ研究所副代表・明治学院大学法科大学院教授） 

 

第 10 回 １２月２１日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 渡辺 樹一 氏（ジャパン・ビジネス・アシュアランス、米国公認会計士） 

「統合報告と今後の着眼点」 

② 遠藤 元一 弁護士 （東京霞が関法律事務所） 

「監査における不正リスク対応基準は、監査人のみならず、取締役の法的責任にも影響

を与えるか？」 

 

第１１回 １月２５日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 守本 正宏 氏 （株式会社ＵＢＩＣ 代表取締役社長） 

「日本企業のディスカバリ対策～世界で対等に戦うために」 

 

２０１２年度 

第１回 ４月２８日（土） 於：明治学院大学高輪校舎 

① 向山 純子 氏 （日本アバイア法務部長） 

「外国倒産処理手続の承認に関する公序良俗の考え方」 

② 河村 寛治 教授（明治学院大学法科大学院） 

「企業分割における債権者保護について」 

 

第２回 ５月１９日（土） 北京・中国人民大学法学院 

『中国人民大学法学院および同大学産業経済・競争政策研究センターと共同開催』 

① 阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

「ブラジル新競争保護法」 

② 呉 漢洪 氏（中国人民大学法学院経済学院教授）・崔 書峰 氏（商務部独占禁止局

処長） 

「中国経営者集中申告制度及び実務の最新発展」 

 

  



第３回 ６月３０日（土） 筑波大学法科大学院東京校舎 

① 中山 代志子 教授（弁護士；明治学院大学法科大学院客員教授） 

「Ｍ＆Ａにおける表明保証条項の持つ意味－大阪地判平成 23 年 7 月 25 日を中心に－」

（NBL） 

② 森山 裕紀子 弁護士（弁護士；内閣官房情報公開法改正準備室参事官補佐） 

「情報公開法改正案について」 

 

第４回 ７月２８日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 小梁 吉章 教授 （広島大学法科大学院） 

 「ペーパーレス有価証券の準占有問題 」 

② 黄 瑞宜 氏 （台湾・興国管理学院助理） 

「台湾渉外民事法律適用法の改正についてー主に契約の準拠法を中心に」 

③ 黒瀧 晶 氏 （明治学院大学法学研究科博士後期課程） 

「中国最高人民法院における指導性案例の位置づけについて」 

 

第５回 ８月２５日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 徳本 穣 教授 （筑波大学法科大学院） 

「わが国の企業買収における理論的課題－防衛策をめぐる問題を中心として－」 

② 高田 寛 氏 （株式会社ビーコン法務部長；産業能率大学兼任講師） 

「システム構築契約の成立の可否について」 

 

第６回 ９月２９日（土） 筑波大学法科大学院東京校舎 

① 藤澤 尚江 教授 （筑波大学法科大学院） 

「外国法に準拠して設立された事業体の我が国租税法上の法人該当性」 

② 渡辺 樹一 氏（ジャパン・ビジネス・アシュアランス株式会社、米国公認会計士・

公認内部監査人） 

「オリンパス事例研究 〜期待されるコーポレート・ガバナンスへの模索〜」 

 

第７回 １０月２７日（土） 明治学院大学高輪校舎 

① 宮田 正樹 氏（元日本製鋼所、帝京大学講師） 

「MLB（メジャーリーグ・ベースボール）の独禁法適用除外の歴史と新たな挑戦」 

② 平川 幸彦 教授 （明治学院大学法学部） 

「欧州におけるカルテル課徴金減免制度と損害賠償訴訟における情報利用－ドイツ連

邦カルテル庁への課徴金減免申請への情報アクセスの可否について」（資料）：EC 司法

裁判所判例 Case C-360/09 

 



第８回 １１月２４日（土） 一橋大学法科大学院 

① 浅井 敏雄 氏 （弁理士・シャネル法務部長） 

「商標ライセンスについて」 

② 阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

「ブラジル企業法の最新情報」 

 

第９回 １２月２２日（土） 筑波大学法科大学院東京校舎 

① 深井 直人 氏 （深井事務所代表・元経営法友会副代表幹事） 

「製品をめぐる海外訴訟」（メーカーのＰＬ訴訟対応と訴訟事例の紹介） 

② 藤原 一司 氏 （株式会社メトロ法務部長） 

「日本の酒類免許制度の概要・実務と最近の動向」 

 

第 10 回 １月２６日（土） 同志社大学法科大学院 

① 阿部 博友 教授 （一橋大学法科大学院） 

「民間調停条項の法的効力をめぐる争い」（東京高判平成 23・6・22 判決等） 

② 飯田 浩司 教授 （明治学院大学法科大学院） 

「ＡＢＡ（米国法律家協会）総会への参加報告」 

③ 高橋 宏司 教授（同志社大学法科大学院） 

「国際投資紛争仲裁について」 

 

 


